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NPO 法人 ひとり暮らし高齢者の笑顔をつくる会 
理事長 野﨑ジョン全也 

2025 年度事業計画 

基本方針                                                                    

理念の追求とビジョンの実現を掲げた 2023-2027 年度五カ年経営計画の三年目として進捗状況を確認・管理すると共に、 

「理念の追求、ビジョンの実現はスタッフの成長なくしてなし得ない」 「各事業部・子会社の成長なくして組織の成長はなし得ない」 

を引き続きキーワードに掲げ、人への投資、グループの育成に積極的に取り組んで参ります。 

また、高齢者等終身サポート事業について、国の方針も見据えつつ、健全かつ最高品質なサービスの提供に努めて参ります。 

施策                                                                    

1. 全スタッフに対する理念・ビジョンの更なる浸透 

五カ年経営計画で未着手になっている正会員等による 「活動評価委員会（仮称）」 を設置、月 1 回の例会を 7 月より開催 

日々共有されるメール等から、理念やビジョンを体現できたスタッフ・サポートを毎月表彰し、ホームページや SNS を通じて PR 

また、シフトで空き時間のある正職員が主担当のサポートを補助、主担当の良かった点のみを全スタッフにフィードバックする機会を設ける 

2. 全正職員への昇給実施 

中長期計画に則り、全正職員の昇給を実施 

年初の人事面談で労使が納得のうえ設定した目標をクリアすることで来年度の昇給額も提示 

定期的な人事面談で目標の進捗を確認、必要に応じて修正も図る 

3. 『家族代わり』事業－高齢者等終身サポート事業の適正運営 

・ 2024 年 6 月に発表された「高齢者等終身サポート事業者ガイドライン」遵守体制の強化と透明性の向上 

当会では重要事項説明書の整備と、寄付・遺贈の取扱いの明確化による利益相反回避の徹底が課題 

・ 地域福祉の実践主体である社会福祉協議会との信頼関係構築と、制度化を見据えた「地域連携体制の証明」を目的として、

各社会福祉協議会に対して丁寧な説明と実績を提示し「協議の場づくり」から始め、協定締結に結びつける 

・ 大阪市や松原市等に対して高齢者等終身サポート制度の整備に向けた提言書を提出、行政に深く関与するためのきっかけをつくる 

4. 業務の DX 化 

前述の「高齢者等終身サポート事業者ガイドライン」遵守体制の強化と透明性の向上に向けて、提供したサービスの内容や費用等を記録し、

適切に保存する体制を整備すべく、サポート・鍼灸のサービス内容共有から集計表作成（加えて請求書作成）までバックオフィス業務をDX 化 

5. 鍼灸整体事業部の売上拡大 

鍼灸整体事業の事業計画を 2 週に 1 回のミーティングを通じて進捗確認 

サポート事業部に対する支援と共に、売上を 20,000 千円（昨対比 118.5%）に設定 

6. 笑顔をつくる会ケアプランセンターの再生 

2024.9 再開となったケアプランセンターの売上を 3,567 千円（昨対比 279.8%）と 2023 年度同等まで引き上げる 

早急に主任介護支援専門員１名増員、困難な場合は介護支援専門員 1 名を増員 

7. 株式会社 freeup の再生・収益化 

2024 年度よりグループ営業部による小規模事業者持続化補助金等を活用したコンサル会社として再生を図っているが、新規顧客開拓と

MEO や Google Analytics 解析他様々な商材の模索で 180 万円を当会インカムゲインとして目標設定 

8. 合同会社中林商店の自走、売上拡大 

グループ営業部による新規顧客開拓、既存顧客化の紹介、料金の適正化、外注先の発掘、処分場の開拓により健全な経営をめざす 

180 万円を当会インカムゲインとして目標設定 

 

以上 


